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（要望の概要）

愛知県内の森林資源は成熟期を迎えており、今後は大径
材の生産が見込まれる。また、近年のカーボンニュート
ラル社会の実現やSDGsの目標達成に向けた取組として、
非住宅建築物における木造化が注目を集めている。建築
用の製材用材では、木造軸組構法において国産材利用が
進みつつある一方で、木造軸組住宅に使用されている梁
や桁等の横架材は輸入材の製材や集成材が約９割を占め
ている。そのため、県産木材の利用促進において、輸入
材が大半を占める横架材を県産横架材へ転換していくこ
とが重要である。

（設定理由）

・循環型林業の推進に必要であること、県内の組合・協
会からの要望であること。

（要望の概要）

閉鎖型採種園におけるヒノキエリートツリーおよび少花
粉ヒノキ採種木の管理について、採種園の温湿度や潅水
量などの条件は交配に使用する花粉量や、雌花および雄
花の着生量に大きく影響を与える。春先に採種園を密閉
して採種木から花粉を収集し、花粉銃による人工交配を
行っているが、室内が高温多湿となり花粉が十分に飛散
せず満足に交配できていない状況となっている。また、
雌花および雄花の着生量について、潅水頻度を少なくす
ることで水分ストレスを与えて着花促進を行っている
が、経年による樹体サイズの変化によって着花促進に最
適な潅水頻度が異なっており、定量的な評価が困難と
なっている。

（設定理由）

・循環型林業の推進に必要であること、県内の組合・協
会からの要望であること。

資源利用グループ

県内における木材需要の動向把
握と強化策の検討（木材需要の
動向把握と強化策の検討、重ね
梁等活用技術の検討）

令和８～
１０年

循環型林業の推進
【木材利用部門】

森林機能グループ

エリートツリーの安定的な種子
生産技術の確立（効果的な交配
方法の検討、着花促進技術の検
討）

令和８～
１０年

循環型林業の推進
【森林育成部門】

県産材を使用した横架材の強度、施工
性、コストに優れた梁桁等に関する新
たな構法を検討・開発する。
また、それらの活用方法を念頭に置い
たサプライチェーンの構築について、
産官学が連携した体制作りが進むよう
検討・提案をする。

閉鎖型採種園におけるヒノキエリート
ツリーおよび少花粉ヒノキ採種木につ
いて、花粉の飛散および交配に適した
環境について検討する。また、樹体サ
イズに応じた着花促進に有効な潅水量
を検討する。


